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火星の地質学

③

6.火星の砂漠地帯(いわゆる陸)

一一物理観測からの探究

火星があの無気味な赤い色にみえるのは火星表面の

3分の2をおおっている“砂漠"とよ1まれる赤褐色に

みえる地帯のためである.

この砂漠地帯は従来の考え方では地球や月の陸地

(大陸地殻)に相当するところと考えられてきたが前

回にも述べたように火星面の模様と地形とのあいだに

はあまり必然的な関係はみられ恋いというデｰタも

出ているため単純に“砂漠地帯"という言葉を使って

よいかどうかも問題である.しかしまた色とか輝き

ぐあいの面からみれば赤褐色に明るくみえる一様た

物質が拡がっている地帯であることも事実である.そ

こでここでは砂漠地帯を一応“赤褐色の物質カミひろ

がっている地域"というふうにとらえてその物質カミど

んなものであるかそれは火星の歴史のなかでどのよ･う

にしてでき地質学的にみてどのよう恋意味があるのか

といった点を中心に考えていくことにしたいと思う.

火星の表面物質の探求は20世紀に入って天体の物

理観測が本格化するにつれてしだいにすすめられるよ

うになってきた.問題の砂漠地帯の物質についても

いろいろな観測デｰタや考えが出てきたが多くの人に

最もふつうに受け入れられてきたのが鉄サビのよう校

酸化第二鉄をたくさん含んだ物質がひろがっていると

いう考えである.そこでまずこのへんの考えからみ

ていくことにしよう.

小森長生

火星の砂漠地帯の物質カミ“褐鉄鉱(丘mOnite)"である

ということをはじめてはっきりと唱えたのはフランス

のドノレフユス(A.DoLL町s1963)である.彼はピ

ク･ド･ミディ天文台やムｰトン天文台でおこなった偏

光観測の結果を地上の数100個の岩石標本についてお

こなった偏光観測の結果と比較してみたところ火星の

砂漠地帯からの偏光曲線カミ褐鉄鉱の示す偏光曲線と最

もよく一致することを見出したのである.

もっともドルフユスより少しまえソビエトのシャ

ロノフ(V.V.S亘畑0N0Y196!)も波長0.7μ以下の

領域における写真測光観測たどを行なって同じような

結論を得ているが彼の方法は火星大気による影響校

とが含まれているため信頼性は低いといわれている.

ドノレフユスはその後もフォｰキャス(J.H.FocAs)

らとともに1948年から1965年までの偏光観測のデｰタ

をまとめて火星面の砂漠地帯は褐鉄鉱や針鉄鉱の

200μ以下の粉末または赤鉄鉱や褐鉄鉱でおおわれた

珪酸塩の混合物からなっているのではないかといって

いる.

いっぽうこのような考えはまたソビエトのモロス

(V.L.M0R0z1967)によって独自にのべられている.

彼のいうところを少し紹介してみよう.

火星の陸は海とちがって輝やきかたや色のぐあい

が変化しない.カイバｰ(G-P-KUI朋R1952)の観

測によれば波長0.6～2.5

第1図火星表面の地図の一例(従来の望遠鏡観測から面かれたもので

褐色部)

白い部分がいわゆる砂漠とよばれる赤

μのレインジにおける大

陸と海のあいだのコントラ

ストは変化しない.その

ため火星の真の幾何学的ア

ノレベドｰの波長ごとの値P

(2)(dependence)は火

星表面の物質の決定に用い

ることができる.

P(1)曲線はひじょう

に特徴的なスロｰプをえが

く.それは波長1.2～1.6

μの領域で極大になりよ

り短波長方向へむかっては

急激にざかっている.波�
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長1.8～2-5μの領域では曲線はゆるやかにさがるが

波長3～4μのあいだでは上昇に転ずる.

また波長2.5～3μの近くには幅広い吸収帯があら一

われるがぐあいのわるいことにその中心位置は地

球上のH20の波長2.7μの強い帯と重なるためっき

とめることができない.このような吸収帯はふつう

結晶水をもつ鉱物や岩石のスペクトルに存在する.

上にみたように短波長の方向にアルベドｰが急に下

るのは鉄酸化物に特徴的なことである.P(1)曲線

はじつに褐色の赤鉄鉱(hematite)または褐鉄鉱のス

ペクトル反射曲線にひじょうによく似ているのである.

このよう匁ことからモロスは火星の土壌は多量の褐

鉄鉱を含んでいるだろうと独自に結論づけたのである.

モロスによれば第2図の波長1.5μ近くのアノレベドｰ

の高い絶対値は火星の褐鉄鉱が少なくとも表層部に

おいて細かい粉末状になっていることを示している.

また火星面の輝度電波温度(b･ightnessradiotempe-

rature)か20ぴKと比較的低いのはこの細粉状の表面

層が少なくとも10cmの厚さがあることを示している

という.

さて砂漠地帯の褐鉄鉱説に対し他にどんな考えがあ

るだろうか.カイパｰ(1952)は火星の赤外線スペ

クトノレ(波長0,7～2.3μ)の観測にもとづいて火星の

砂漠地帯の物質は珪酸岩の一つの珪長岩(fe1Site)か

らなっていると考えた.

これについてモロスは波長3μの結晶水のバンド

を示さない無水珪酸の岩石があるという考えは今日

の観測からは受け入れられないが火星の表面に細粉

状の褐色の酸化鉄が多量に存在すると考えることに困難

を感ずる現在これは十分考慮すべき価値のある考えで

あるとのべている.

カイバｰの珪長岩説のあとシントンとストロング

(W.M.SINT0N&J.S個0NG1960)は波長9μのバ

ンドがないという理由で珪酸岩の考えに反対し走.

しかしその物質カミ十分に細かく砕かれていればこの

バンドは珪酸については消えてしまうとモロスはいう.

以上のべてきたようにいまのところ天文学者たちの

あいだではカイパｰの異説があるとはいえ物理観測

のデｰタをもとに火星の砂漠地帯の物質は褐鉄鉱の

粉末を主とした物質であるという考えが一般的である

ように思われる.

ではつぎに最近の火星探査体は火星表面の物質に

ついてどんな調査をおこたったであろうか.昨年末

火星面にはじめて着陸したソビエトの火星3号は表面

物質の化学組成を自動的に測定して送信してくるのでは

第2図

火星と褐鉄鉱のスペクトル反射曲線の

比較

a:SAGANらによる禍鉄鉱のアルベ

ドｰ

b:H0YIsによる褐鉄鉱のアルベドｰ

｡:H畑EIsによる火星のアルベドｰ

d:SINT0Nによる赤外領域の火星の

アルベドｰ

e:M0R0田らによる火星のアルベド

(V.I.M0Ro田1967による)
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ないかと期待がもたれていたが着陸後すぐに送信が

途絶えてしまい期待ははかなくうらぎられてしまった.

したがって今後の探査を待つしかないわけであるが

火星の人工衛星になったアメリカのマリナｰ9号は当

時火星面上を吹き荒れていた砂あらしの砂粒の組成を

しらべた.

ゴダｰド宇宙飛行センタｰ惑星大気研究所のノ･ネルら

(R･A･Hム畑Leta1.1972)ののべるところによると

火星の南極地域上空で測定された放射スペクトルと細

塵の吸収スペクトノレとの予備的比較は砂あらし中の砂

粒はSiO｡の量が55～65%の岩石や鉱物のものとよく

一致することを示している.そしてSiO･が65%以上

の酸性岩や45～55%の超塩基性岩のそれとは一致しな

い.また砂あらしのようすから珪酸塩物質は極

で恋い地域にあることを示しているという.

この結果からだけでは表面物質の何たるかを決定す

ることはできないしその性質をくわしく議論すること

もできないカミSi02量のレインジに関する限り地球上

の一般的な岩石のものとそれほどちがっていない.

赤褐色の原因についても納得のいく答は得られていな

いので今後の探査の課題として残されたものとみるこ

とができよう.

火星表土の赤褐色の原因については最近アメリカの

科学者たちによってまったく別の考えが発表されたの

でとりあげておく必要があろう.

すなわちプノレンマｰとカｰソン(W.T.PL㎜皿回,

R･K･C蛆s0N1969)は火星の赤い色は亜酸化炭素

という化合物が火星の表面をおおっているためだとい

う新説をとなえたのである.彼らは火星の光のスペ

クトノレと亜酸化炭素のスペクトノレをくらべてこのよ

うな結論にたっしたのである.

プルンマｰらは火星大気の大部分をしめる二酸化炭

素CO･と一酸化炭素COが光化学的に合成されて亜

酸化炭素C.O｡ができることに目をつけた.すなわち

C02+2CO→C302+02�
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第3図

火星と亜酸化炭素のスペク

トル反射曲線の比較

(W.T.PLUMM囲,R.K.

CARs0N1969による)

そしてそのスペクトノレを調べたところ褐鉄鉱よりは

るかによ<火星のスペクトルに一致したという､

亜酸化炭素は常温では無色透明の気体であるが7

丁以下では透明の液体に柱る.しかも太陽の紫外

線にあたると0℃以下でも分子がつながりあってか

んたんに重合する.重合度がすすむとその色は淡黄

色からオレンジ色赤褐色紫へとしだいに濃く在っ

ていく.

プノレンマｰらは実験室でつくった亜酸化炭素の重合

体に紫外線領域のα3μから赤外線領域の3μ(可視光

はO.38～O.77μ)の波長の人工太陽光をあててスペク

トルを調べたところまずスペクトノレの全般的なカｰブ

が火星のそれとよく一致した.とくにO.35μから

0.8μのあいだはぴったり合う.0.8μ以上の波長では

傾向は同じであるがカｰブはくずれる.これは亜酸化

炭素の層がごくうすくあちこちに基盤岩が顔を出して

いるためだろうという(第3図).

褐鉄鉱のばあいはO.3μ以下の波長で火星や亜酸化炭

素のようにカrブが上昇しないし0.5～0.65μのあいだ

でカｰブが急にあがりすぎるという.

さらに四季に応じて変化する火星の表面の模様や

砂あらしといわれる黄色い雲も亜酸化炭素で説明でき

るという.模様の暗い部分は火星表面の温度が高く

したがって重合度の高い亜酸化炭素カミあるのだろう

とプルンマｰらは考えている.

以上の考えはたいへん漸新で傾聴に値するものと

思われるが模様の変化や砂あらしをもこれで説明しよ

うというのは少々大胆にすぎるかもしれない.しか

しいずれにしてもしばらくのあいだは有力祖仮説の一

つであろう.さて火星の砂漠地帯の物質についての

いろいろな考えを紹介してきたがこれらの赤康をおび

た物質が火星の長い歴史の過程で火星独自の条件の

もとでつくられたものであることは疑う余地のないと

ころであろう.そこでつぎに火星の赤い物質の成因

と生成の歴史について地球上の諸物質とも比較しなが

らさぐってみることにしよう.

7.火星の赤色土の成因

一地球上の赤色土と比較しながら

ひと]に火星の陸地の赤褐色部といってもここにも

じつは地域によって明るさや色にいろいろなちがいが

あって一様に扱うわけにはいかないことにまず注意

しておきたい.

たとえば従来の観測家たちの観察によると大シノレ

チスの西方にあるアエリア地方エリシウム地方テン

ペ地方などはとくに白っぽくみえることが多いという

ことであるしアラビアエデンのように紅色にみえる

場所があったりデウカリオン地方やアマゾニス地方の

ように灰色っぽくみえたりするところもあるという.

このような色のちがいは物質(地質)そのもののち

がいによるのかあるいは同じ物質でもまわりの環境

条件のちがいなどによって状態がちがっているのかい

ずれかであろうと思われるがくわしいことはいまのと

ころわかっていない.このよう祖わけで赤褐色部の

成因も単純た議論ではすまされないで亭ろうけれども

いまのところは従来の物理観測からみちびき出された

“褐鉄鉱のような酸化鉄を中心とした物質"であること

を信頼してそれを前提にして成因を議論していくよ

りしかたがないように思われる.そこで問題はこ

の“褐鉄鉱"のよう匁物質がどうして一つまりど

のような条件のもとにどのよう祖過程でしかも火星

の歴史のうえでいつごろできたのかということである.

この問題を議論していくためにはどうしてもしばら

くは地球上のいろいろ在例をなかめてみてそれらを

基礎にして検討をすすめていくことが必要であろうかと

思われる.そこで地球上の赤い物質を少しさぐって

みることにしよう.

現在の地球上でも砂漠地帯などに赤茶けた風化した

岩石やそれらからできた土壌カミ分布している.砂漠､

地帯のように植物のあまり生えてい粗いところでは

とくにそれはよく目立っている.アメリカのジェミニ

衛星船やその他たくさんの人工衛星の撮影した地球

表面の各地のカラｰ写真をみるとそのことは一目瞭然

であり海は青く(光線の当りぐあいによってはどす黒

く)森林や草原の地帯は緑色や青緑色にそして砂漠

地帯(とくにアフリカやアラビア半島のあたりがはっき

りしているようだ)はオレンジ色～赤褐色といった

ぐあいである.

地球は海のしめる面積が全表面の3分の2もあるし

残り3分の1の陸地も大部分は植物におおわれている

といってよい.だから全体からみれば砂漠の褐色

にみえるところはほんの一部ということになるわけで�



一25一

ガガｰリンをはじめとする宇宙飛行士が“地球は青か

った"といったのももっともなことである.

ところがこれカミもし地球の全表面の半分か3分の

2くらいが砂漠地帯で植物などあまり生えていなかっ

たらどん次ぐあいになるだろうか.宇宙にとび出し

た飛行士たちは“地球は赤かった"といって帰ってく

るにちがいない.ちょうどこのばあいが火星に相当

するのだと考えることができよう.どうも火星の赤い

色の原因はそれほど特別なことを考えなくても地球

上の砂漠にみられるよう校風化した岩石や土壌からの

アナロジｰでか恋ゆ説明がつきそうに私は考える.

岩石は地表にあって長いあいだ大気にさらされてい

ると風化作用をうける.風化作用にはいろいろあるが

おもなそして重要な作用は岩石を機械的に破砕してい

く物理的風化作用と特定の成分を溶脱してしだいに

化学組成を変化させていく化学的風化作用である.

たとえば花こう岩のように石英長石雲母の比

較的粗い結晶粒からなる岩石のばあいには岩石の膨脹

･収縮による物理的風化作用によってくずれていくこ

とがよくある.それはとくに鉱物の種類によってそ

れぞれ膨脹率が異なるためにめいめいが勝手な膨脹と

収縮をくりかえしその結果鉱物どうしの結びつきが

ガタガタになってくずれていくものと解釈されている.

いっぽうではまた花こう岩は化学的風化作用もよく

受ける.構成鉱物のうち石英はほとんど変化しないが

長石類はしばしばカオリナイトに変化し雲母類はいろ

いろな他の粘土鉱物に変化する.

このように風化作用は物理的風化作用と化学的風

化作…用が相まってもとの岩石をまったく別ものに変

えていくわけである.この風化作用という観点だけか

ら火星世界での現象を考えてみると火星の世界では

地球上のように岩石の表面が植物でびっしりとおおわ

れているようなことはまず考えられないのでおそら

く岩石はどこでもむき出しのまま存在しているであろう.

したがって太陽の熱の影響はそのままじかに受けるわ

けで物理的風化作用は火星のいたるところで長いあい

だ進行してきたことであろう.

いっぽうの化学的風化作用のばあいはどうであろう

か.化学的風化作用は大気や水が(とりわけ水が)

重要な役わりを果たす.ところが火星の表面は水が

ひじょうに乏しいことがわかっているのでこのような

作用がどのていどおこっているかははなはだ疑問であ

る.しかしたとえ水が少なく火星ではおこりそうに

なくても地球上でおこる次の事実には注目しておく

必要がある.

｡｣こ'

�

度大

有色鉱物無色鉱物

ぎゴ1＼∴1

正長石

白頭母

石央

篤4凶

造浩鉱物の風化に

対する抵抗度(ゴ

ルディヒによる)

岩石をつくっているおもな造岩鉱物のうち有色鉱物

(雲母･輝石･角閃石･かんらん石など)は他の鉱物

にくらべてわりあい風化されやすい鉱物である(第4

図).このような鉱物が化学的風化作用をうけるとCa

やMgを失って鉄分にとんだ赤っぽい粘土になってい

く.とくに有色鉱物の多い塩基性岩の玄武岩や超

塩基性岩の蛇紋岩かんらん岩などが風化されていくと

いっそう赤味がかった土ができる.これらの岩石には

元来石英が含まれていないから風化の最終生成物は

結局は粘土と酸化鉄だけになってしまう.玄武岩など

はしばしばボｰキサイトに変化していることも多い.

火星の地殻についてはわれわれはまだ未知であるが

もし塩基性の玄武岩質の岩石でできているとすればこ

うした風化作用の蓄積によって表面が赤くなってきたこ

とも十分考えに入れなければならなくなるであろう.

地球上では岩石カミ風化してできたこのような赤い土

はあちこちに存在していることが現在では知られて

きている.いわゆる“赤色土"とよばれている土で

世界的には亜熱帯から熱帯にかけての高温多雨地方に

広く分布している.ここで赤色土が亜熱帯から熱帯

の高温多雨地方に多いという事実は重要である.つま

り赤色土の生成ことばをかえていえば岩石の風化

作用は気候条件と深い関係をもっているのである.

すでにゲラｰシモフとダラｰゾフスカヤ(H.n.Fe･

pacHM0BHM.A.F"a30BcK湖,1960)がのべているよ

うに土壌の生成において気候の果たす役割はひじょう

に大きい.とくに気候現象の直接的なあらわれであ

る水分状況と熱状況は土壌内でおこるすべての現象の

変化過程を決定する.つまり土壌の生成作用全体の

基礎である､つぎにゲラｰシモフとダラｰゾフスカ

ヤの所論を少し引用してのべておこう.

熱帯の高温多雨な気候条件のもとでは熱と水分の直

接的な影響ならびに植物の旺盛な作用で岩石中の鉱

物は不安定となる､そこでは鉱物中のけい酸塩は急

速に分解し構成成分である鉄アノレミナけい酸にな

る.さらに高温ととくに周期的乾燥によっておも

に水分の少ない加水酸化物とりわけゲｰサイト(FeO�
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･OH)ギブサイト〔A1(OH)3〕べ一マイト(AlO･

OH)その他の鉱物の生成も助長される.

水分の少ない鉄の加水酸化物はレンガ様赤色を示し

土壌中に少量あっても土壌に赤味をあたえる.このよ

うな鉄とアルミニウムの加水酸化物はラテライト化

作用で多量に集積する.このことからラテライト

(Late工iteラテン語の1aterはレンガをさす)という名

称がうまれた.しかしラテライト化作用の影響でで

きる土壌には水分の少ない赤色の鉄の酸化物とともに

加水作用が高度にすすんだ黄色(サビ色)の加水酸化物

もある.したがってこれらの土壌は赤色と同時に黄

色を帯びしぱしばその色は雑色(黄赤色)または混合

色(縞状)を呈する.したがってラテライト性土壌

の色(赤色または黄色)で鉄やアルミニウムのいろい

ろな加水酸化物の生成を助けている土壌物質の熱水的状

況をあるていど推定できる.

鉄とアノレミニウムの酸化物カミ相対的に集積(残積)す

ることはラテライト化作用のきわめて特徴的な現象で

ある1このような集積は気候が湿潤で土壌が全層に

わたって洗篠されるため鉄アノレミニウム以外の風化

作用と土壌生成作用の生成物がすべて溶脱されるため

である.したカミってラテライト化過程カミ発達するに

つれてもっとも可動性の少ない成分(このばあい鉄と

アノレミニウムの酸化物)の含量が土壌中にしだいに増

しそれとともにsio2/A1203sio2/Fe203si02/R208

の比は減少する.siO./A1.O｡の比が2以下の土壌は

典型的ラテライトまたはアリット(A11it)その比カミ2

～3のものはラテライト性またはラテライト類似生成

物とされる.

以上ゲラｰシモフらの所論にもとづいて地球上で

明らかにされたラテライトなどの生成過程を紹介した.

こうしてできるラテライト性土は先にものべたよう

に高温多雨の気候条件によって生まれるわけであるが

オリアｰ(C.D.O氾LI蛆1969)によればそれはとり

わけはっきりした雨期と乾期の交代がみられるサバン

ナ地方(つまり十分ではあるが過多ではなレ･雨量の熱

帯)に一般的である.このことはラテライトの生成

がきわめて特徴のあるあるいみでは限られた条件をも

つ気候によっていることを示している.

さてラテライトとたらんでもう一つ興味深い赤色物

質はボｰキサイトである.オリアrの議論を少し紹

介してみよう.

ボｰキサイトは時間の大部分を25.C以上で過し

多量の水がアルミニウム成分の多い多孔質岩石を溶脱し

ているような熱帯地域でつくられる.火成岩変成岩

あるいはアルミニウム含量の多い石灰岩や粘土中でも

生成される.

ボｰキサイトはブリティシュギアナガｰナや北部

タイｰスラントのように平坦な浸食面と関係のある被

覆堆積層として生じているがとくに石灰岩や苦灰岩の

上では不規則なかたまりとして生じることもある.

ボｰキサイトは浸食されて枠屑ボｰキサイトとして再

沈積するがいわゆる成層ボｰキサイト鉱床の多くは

その後の堆積物の下に埋まり不変のまま不整合を形成

している古い被覆状堆積物である.

ボｰキサイトは長石とか他の造岩鉱物あるいはカオ

リンからのシリカ溶脱作用でできることもある.新

鮮恋岩石が風化前線で刃先状の接触状態で直ちにボ

ｰキサイトに変化するという多くの例が知られている.

ボｰキサイトとラテライトの大きな相違はボｰキサ

イトのばあいはシリカがとり除かれラテライトでは留

まっているということである.したカミってボｰキサ

イトはギブサイト(あるいは他の酸化アノレミニウム)で

特徴づけられラテライトはカオリン粘土鉱物を所有し

ている.ケイ酸の残留はその流失をさまたげるよう

な有機物の存在強酸乾燥ならびに地下水条件のもと

で促進される.このようた条件はボｰキサイトの形

成では存在しないにちがいない.

オリアｰは以上のようにのべている.このように

ボｰキサイトの生成にも高温多雨条件が必須なのであ

る.

さてここでぜひ一つ注目しておかねば在ら広いこと

がある.それはラテライトもボｰキサイトも現在

地球上に分布しているそのほとんどのものは現在の時

点で(“現在"ということばのいみを少し幅広く地質時

代の現在=沖積世と解してもよい)生成したものでは

ないことである.

たとえば風化によってできたたくさんの鉄鉱石を含

んでいる諸外国にみられるラテライト鉱床の多くは

第三紀のものである.またボｰキサイトの多くも

白亜紀中期～第三紀始新世にできたものであり世界中

の企業化された鉱床はほとんどこの時代のものなので

ある.このように地球上に分布するラテライトやボ

ｰキサイトのような典型的な赤色土は長い地質時代の

歴史的産物牟ということである･

このような過去の地質時代の産物である土壌はい

うまでもなく古土壌(化石土壌)とよぶことができる.

この古土壌(化石土壌)は過去の自然環境の指示者と

して最近とくに第四紀地質学者のあいだでひじょうに

注目されるようになりわが国でも各地からいろいろ�
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が."また“大気中には遊離酸素がなければなら放い

がそれはほとんど恋さそうだ.とすると酸化鉄は

どうしてこんなにたくさんできたのだろうか."といっ

た議論.

またつぎのような考えもある.“火星の世界では大

気がうすくその表面は太陽の強烈な紫外線で照射され

ておりもし大気中に遊離酸素が存在していたとしても

この紫外線のために酸素分子が結合してオゾン(O･)と

なりこれが表面の物質中に含まれている鉄と化合して

酸化第二鉄をつくるのだ."

これらの議論はいずれも火星の赤土が現在の時点

で.現在の環境でできたといわんばかりの議論であり

歴史的な観点がまったく欠除している.･火星の赤い原

因はこのような考え方ではけっして説明できないので

あゆ,問題解決にはならないと私は考えるものである.

すでにみたように火星の赤色土も地球上のラテラ

イトやボｰキサイトのように長いあいだの風化作用の

産物として生菓れたものである祖らぱそれは過去の

長い火星g地質時代にいまとはちがった火星白身の環

境や条件があってその中で営々として青くまれてきた

ものにちがいないのである.火星の赤色土はこのよう

にとらえていくことによってはじめてその成因の糸口

をつかむことができるであろう.

そしてまた火星の赤土の成因が..ラテライトやボｰ

キサイトと同じようなものであるなら沖そのことから

逆に火星の過去の気候条件ひいては自然環境全体牽

推定す一ることができる.ラテライトやボｰキサイｰドの'

生成には温暖湿潤な気候条件が必須であった.とす'

ると火星も過去の地質時代のある時期にはいまより

も濃い大気につつまれ水も豊富だった時代があったに

ちがいない.

そしてある時点で赤色土か大量に生成されでいらい

火星の大気は準離酸素を失ったきわめて希薄なものと

怒りその状態はその後ほとんど変化すること校く現

在にまでひきつがれてきたことにたろう.すなわち

火星表面の自然環境はある時点でその進化カミ止ったと

いってもよいのであろう.とするとそのときつくら

れた赤色土はいうまでもなく火星の過去の環境を示

す化石土壌ということになるのである.

じっさいこんどのマリナｰ9号の火星表面の撮影に

よって火星面のいたるところに過去において大量の

水が存在し火星面を浸食したと考えなければならない

ような地形がぞくぞくとみつかっており火星の地史の

探求はいよいよ興味深々たるものになってきているの

である.

以上火星面の赤色土の成因を岩石の風化作用の歴

史という観点からみてきたわけであるがじっさい火星

の赤色土をそのことだけで説明してしまってよいもの

であろうか･この点はまだ慎重を要するものと思われ

る･たとえば関東ロｰムなどの例をもち出すまでも

なく火山灰や火山灰の風化生成物なども重要な存在であ

り赤色土のなかにはそのようなものも混っているこ

とが当然考えられるからである.この点もマリナｰ

9号の撮影によって火星表面に正真正銘の火山がたく

さんみつかってきており火山灰をたくさん噴出した可

能性はひじょうに大きいものと考えられるのである.

火星の赤色土探究のうえで忘れてはならないことであり

今後大いに検討すべきことがらであろう.

さてさいごに火星の赤色土の成因につい下もう一

つ面白い考えを紹介してこの項をおわること'にしたい.

エピｰク(E.工OPIK1962)･という学者は火星表

面の褐鉄鉱のような物質の起源は火星の外の世界から

とびこんヤきた隈鉄物質では庄いかというのである.

火星は小惑星帯にいちばん近いところをまわっているの

で比較的最近の時代におこらた限飲物質の落下が火

星表面の形成に大きな影きょうをあなえ牟であろうとい

うことをのべそいるのである.たしかに過去の長い

･地質時代を通じて火畢にもかなりの陳有物質が落下し

ていることは否定できなギであろうがこれ苧.火星

の赤い原因とどのていど結びつくかは問題であろう.

しかしまた.最近これば地球上のことではある牟

ソビエトのカルガノフ(M･I･K肌眺N0Y1972)は先

カンブリア代の地層中にみられる含鉄珪岩のおもな源は

宇宙から降りそそいだ宇宙塵や頃鉄物質ではないかと

いう考えをのべている(詳細は築地書館発行｢国土と教

育｣一16号の科学ニュｰスを参照).このようなこと毛

あ苧ので今後惑星表面における宇宙起源の物質に?

いても･十分な注意をはらっヤいくことも必要であろう

と思われる.

い吏までのべてきたととをふりかえうてみると火星

の赤い原因の探求はいまのところ物理観測ふらの推

定と地球上の物質からの類推いがいに手む出しよう

がない.やはり火星表南に着陣してじろさいにその

物質にふれるまでは本当のことはわかちないだろう.

人聞の着陸は当分先のこととしても無人探査体の着陸

によって早くその成分の概要がわかるよ㍗子なりたい

ものである.

今回は火星表面の砂漠とよ寧れる赤い地域につい下

の議論で紙数がつきてしまった.次回ぽもう一つ

の暗緑色地帯のなぞをさぐっていくことにしよう.･

(筆者は東京都立裁蔵高校教諭)�


